













〔成立史〕 この戯曲の成立史については，あらま しを述べるにとどめたい。り 残存す
るゲーテの手紙，日記などから判ることは，衣のようなものである。 1781年8月 11
日にかきおこされた「エノレペーノーノレ」は， 9月 10目前後に中断された。この日は，

























































3) ここまでが Vorgeschichteで， 鈴 1森知4場で，王妃のロから少年にうちあ
けられる。戯曲は，少年の出発の日を舞台としている。
4) F. Gundolf， Goethe， 1922， S.323 




































7) R. Schlosser， Studien zu Goethes Elpenor， Euphorion 2，1895， S. 588 f. 





































8) Briefwechsel zwischen Schiller und Goethe， Insel， 1912， Bd.2 S.103任.













は，Voltaireの "L'Orphelinde la China“(1755) によってゲーテが知るにいたっ
















10) 私の見たほとんどすべての研究書，評伝，註は， 以下の旨を述べているが， ま
だその根拠となった文献は見ていない。

































安である。又， リユクスが， 自分の凶行の被害者に， その実子をかえすことに
fドう危険を察知しないのは， また， たとえ察知しても限前の領地に自がくらん
だというのは， 常識的には無理が}，ろう。放にどちらとも断定できないという
のが正直だが， 印象としては， この トリ ックが用いられたのではないかと思わ
れる。かつ，王妃がこのすりかえを気づいていたとすれば，彼女の復讐は実際
に正当性を主張しやすくなる。
14) ツュ ロッサーの上掲論文，S.588f. 
15) 一一(人聞は即ち muhseligなもの)・ー ・ ・ーしかし愛が身体の中にあれば，
人生は一切に打ち克つ一一(然1森知6場 V.747f.) というア γティオーベの
科自が引用されている (ただしこの手紙が第二稿完成後か， 前かは不明)。ま






























































































~体を通して随所に見られる。エフ 7 ドネとの対話ーでは半分に近いし， アソティオーぺ
との対話でも又然りである。ポリユメ ーティスとの場面でも，彼が王の心得を説くと，








































では "Elpenor“の少年の二つの性格が， オレス トとイフ ィゲーニエに分たれてあっ
た。「子供のように，唯唯諾諾ということを聞く (V.1402)J イフイゲーニエは，iたし
て無邪気なのではない。それはつねに一一容れられる事は少いが一一一自分を主張しつづ
けている。何もしらぬ故に純粋なエノレベーノーノレでは，彼の純粋さが全若手を通じて保た
れる場合に，避けられぬ矛盾がおきて来るであろう。
もしこの戯曲が，宥和的な結末をとるとすれば，めいめい暗い過去と罪悪感とを担
い，そのために閉鎖的な，陰惨な個性を示している登場人物たちは，ーーリ ュクス玉も
当然，そのように推測される一一， 少年の純粋さによって和解へ達しなければならぬだ
ろう。しかるに，そのエノレペーノーノレは，前にものぺたように，積極的な影響を周悶に
対して持っていない。しか しまた，もしエノレベーノーノレの性絡が変化してゆくとすれ
ば，彼の中の王者の血と可憐な子供とは，はっきりした目的意識の上にたって一方を併
合し，または逆に一方をすっかり排除してしまうであろう。それでは，まえにあけγこ，
「残存する二幕における少年の純粋さが，戯曲を和解へみちびく」という想定が，不可
能になるで為ろう。
このように見ると，主人公の性格，あるいは，主人公に少年をえらんだという事がす
19 
で、に，素材ーとしてうたがわしかったことになる。 "Iphigenie“ですでに目指されてあっ
たものが，エノレベーノーノレ的少年の登場によっては，妻IJ底実現できぬものとなったので
はあるまいか。
素材としてのエノレベーノーノレは，このように解剖されるであろうが，同様にアンティ
オーベ，ポリュメ ーティスなどにも，なお素材としての危険性がある。その解明のため
には，折を見て，稿をあらためることにする。18)
18) 昭和35年11月の月例研究発表の草稿に，さらに何かをつけ加えたいと怒ったが，
いたって不完全なままで終らせる他なかった。近い将来に，稿をつつ・けて，
"Elpenor“研究をしあけγこいと思う。
